
「ふるさと工房五日市」の活用に関する

サウンディング型市場調査実施要領

令和８年４月

あきる野市

資料２



１ 目的

市では、公共施設の適正配置などに取り組むため、集約化、複合化など、施設ごとの再

編等の方向性と修繕・改修等の考え方を示す「再編等に関する実施計画」（以下「実施計

画」という。）を策定しています。

実施計画では、あきる野市五日地区の観光拠点づくりの取組の一環として整備された

「ふるさと工房五日市」について、軍道紙の紙漉き体験などを継続しながら、現在の施設

を有効活用するため、開発許可の範囲内において、多機能化する方針を定めています。

「「ふるさと工房五日市」の活用に関するサウンディング型市場調査」は、「ふるさと工

房五日市」の今後の活用方針を決定するため、民間事業者等から広く意見や提案などを求

め、個別対話を通じて対象施設の市場性や活用アイデアを把握することを目的としてい

ます。

２ 対象施設

ふるさと工房五日市

所在地 あきる野市乙津６７１番地

敷地面積 ５８３３．６８㎡

敷地所有 一部借地

交通
①車：JR 武蔵五日市駅から 約５㎞ ８分

②バス：「荷田子」バス停から 徒歩５分

建物概要

①「軍道紙の家」

・鉄骨造平屋建

・延床面積３６１．５３㎡

・昭和６１年度竣工

②「さとの家・陶芸の家」

・鉄骨造２階建

・延床面積７９０．４７㎡

・平成３年度竣工

開発許可の内容
用途：体験場及び展示場

※用途の範囲内においての活用を想定する。

都市計画法規制等

・市街化調整区域

・建蔽率／容積率：４０％／８０％

・防火地域：指定なし

災害想定区域
・浸水区域：範囲外

・土砂災害：土砂災害警戒区域（イエローゾーン）

設置根拠（条例等） あきる野市ふるさと工房五日市の設置及び管理に関する条例



３ 参加要件

（１）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）又は民事再生法（平成１１年法律第

２２５号）による手続きをしている法人でないこと。

（２）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項に規定する者に

該当しないこと。また、あきる野市競争入札参加資格者指名停止基準による指名停止措

置又はあきる野市契約における暴力団等排除措置要綱（平成２２年あきる野市通達第

３７号）による入札参加資格停止措置を受けていないこと。

※ 対象施設を活用する方ではない場合でも、意見や提案をする目的で、調査に参加す

ることは可能です。

４ 実施スケジュール

５ 対話の実施

（１）期 日

令和８年４月１日（水）から６月３０日（火）まで

（※ 土・日・祝日を除く）

（２）時 間

各日午前９時から午後５時までの間で、３０分～６０分程度

（※ 正午から午後１時までの時間を除く）

（３）場 所

随時、協議により決定します。

（４）対象者

民間事業者等

（５）その他

・ 対話は個別に行います。

・ 資料の作成は必須ではありませんが、説明のために用意する場合は、市提出分と

して「５部」を準備してください。

内 容 日 程

実施要領の公表 令和８年４月１日（水）

対話の実施
令和８年４月１日（水）から

令和８年６月３０日（火）まで

※現地見学は４月２日（木）から６月２９

日（月）まで

※申込みに応じて随時実施します。

現地見学の実施

調査結果概要の公表 令和８年７月下旬予定



６ 現地見学の実施

（１）期 日

令和８年４月２日（木）から６月２９日（月）まで

（※ 火・水・土・日・祝日を除く）

（２）時 間

各日午前９時から午後５時までの間 （※ 正午から午後１時までの時間を除く）

（３）対象者

民間事業者等

（４）その他

・ 対象施設の見学を希望される場合は、日程を調整の上、個別に対応します。

・ 対象施設までの送迎はありませんので、各自参集してください。

７ テーマ

（１）具体的な施設の活用手法等について

以下の内容を踏まえ、施設の活用手法や可能性等について提案してください。

ア 開発許可要件等について

建物の用途「体験場及び展示場」からの変更はないものとする。

イ 軍道紙保存伝承事業との連携について

現在市が直営で実施している「軍道紙保存伝承事業」と連携し、文化継承と地域活

性化が促進されるなどといった、相乗効果を生むことができる内容としてください。

ウ 避難場所の指定について

「ふるさと工房五日市」は、指定緊急避難場所及び指定避難所に指定しております

ので、災害時には、避難場所として活用できる内容としてください。

（２）市場性の有無について

（３）施設活用に当たっての課題や条件、市に対する要望等について

（４）その他

８ 参加受付

参加を希望する場合は、市ホームページ掲載のエントリーシートに必要事項を記入の

上、「現地見学」又は「対話」の実施希望日５日前の午後５時１５分までに、問合せ先の

Ｅメールアドレス宛に「サウンディング調査参加申込」のタイトルで送付してください

（ＦＡＸや郵送でも構いません）。エントリーシート受付後に、記入いただいた希望日を

調整し、市から「現地見学」又は「対話」の日程を連絡します。

なお、対象施設の見学を行った上で、対話の参加を決める場合は、観光まちづくり推進

課までお問合せください。

９ 調査結果概要の公表

（１）サウンディング型市場調査の実施結果については、概要を公表します。

（２）公表に当たっては、事前に参加者へ公開する内容の確認を行います。

（３）参加者の名称及び企業ノウハウに係る内容は、原則として公表しません。



10 留意事項

（１）参加に係る費用は、全て参加者の負担とします。

（２）必要に応じて追加対話（文書照会含む。）やアンケート等を行うことがあります。

（３）提出された資料等は、返却しません。

（４）提出された資料等は、あきる野市情報公開条例に基づき、情報公開請求の対象になり

ます。

（５）その他

ア サウンディング型市場調査への参加実績は、今後、指定管理者の公募等を行うこと

になった際に、優位性を持つものではありません。

イ 本調査で提案のあった内容は、実施を約束するものではありません。

ウ 対話における双方の発言は、あくまでも対話時点での想定とし、何ら約束するもの

ではありません。

11 問合せ先

あきる野市商工観光部観光まちづくり推進課観光まちづくり推進係

担当者：田野倉、佐藤

〒190-0164

東京都あきる野市五日市 411 番地

電 話：042-595-1135（直通）

ＦＡＸ：042-595-1141

Ｅ－ｍａｉｌ：041001@akiruno-info.tokyo.jp



「ふるさと工房五日市」活用に関するサウンディング型市場調査

エントリーシート

裏面もご記入ください。

・提出前に、必ず実施要項をご確認ください。

・エントリーシート受領後、調整のうえ、実施日時等を電話又は電子メールにてご連絡します。

法人名

法人所在地

連絡先

担当者 部署

E-mail

TEL

対話の実施希望日

希望日は記入し、時間帯はチェックをつけてください。

第１希望 月 日（ ） □午前 □午後 □どちらでも可

第２希望 月 日（ ） □午前 □午後 □どちらでも可

第３希望 月 日（ ） □午前 □午後 □どちらでも可

現地見学の

実施希望日

（現地見学が不要の場合は、

空欄で構いません。）

希望日は記入し、時間帯はチェックをつけてください。

第１希望 月 日（ ） □午前 □午後 □どちらでも可

第２希望 月 日（ ） □午前 □午後 □どちらでも可

第３希望 月 日（ ） □午前 □午後 □どちらでも可

対話参加予定者氏名 所属法人名・部署・役職

１

２

３

４

５



法人名

意見交換を円滑に進めるため、次の各項目をご記入ください。

※全ての項目に記入しなくても、回答可能な部分だけの記入で構いません。

①具体的な施設の活用手法等について

※ 「ふるさと工房五日市」の活用に関するサウンディング型市場調査実施要領の７（１）アからウの

内容を踏まえ提案してください。

②市場性の有無について

③施設活用に当たっての課題や条件、市に対する要望等について

④その他



１.案内図

檜原街道

檜原方面

武蔵五日市駅方面

十里木
交差点

秋川渓谷瀬音の湯

石舟橋

新矢柄橋

秋川

荷田子
交差点

※国土地理院地図を加工しています



２.施設写真

【軍道紙の家】

〈①外観：軍道紙の家正面〉 〈②外観：南側（軍道紙の家）〉

〈③内観：作業所〉 〈④内観：作業所〉

〈⑤内観：作業所〉



〈⑥内観：男子トイレ〉 〈⑦内観：女子トイレ〉

〈⑧内観：倉庫〉 〈⑨内観：事務所〉

〈⑩外観：軍道紙の家前〉 〈⑪紙漉き作業風景（軍道紙の家にて）〉

〈⑩外観：軍道紙の家前〉

〈⑪紙漉き作業風景（軍道紙の家にて）〉



【さとの家・陶芸の家】

〈①外観：北西側（正面入口）〉 〈②外観：北側（研修室（陶芸の家））〉

〈③外観：北側（研修室（陶芸の家））〉 〈④外観：西側（研修室（陶芸の家）、窯場）〉

〈⑤外観：東側（即売コーナー）〉 〈⑥外観：北側（トイレ）〉

〈⑦外観：北側（トイレ側通路）〉



〈⑦外観：北側〈トイレ側通路〉

〈⑧外観：北側男性トイレ〉 〈⑨外観：北側女性トイレ〉

〈⑩外観：西側（通路、研修室（さとの家））〉 〈⑪外観：正面入口〉



〈⑫内観：エントランスホール〉 〈⑬内観：事務所・トイレ・研修室入口〉

〈⑭内観：トイレ〉 〈⑮内観：研修室（陶芸の家）〉

〈⑯内観：研修室（さとの家）１〉 〈⑰内観：研修室（さとの家）２）

〈⑰内観：研修室（さとの家）２〉



〈⑱内観：エントランスホール階段〉 〈⑲内観：展示コーナー（２Ｆ）〉

〈⑳内観：休憩室〉 〈㉑内観：浴室〉

〈㉒内観：スナック、厨房〉 〈㉓内観：窯場〉

















ふるさと工房五日市に係るサウンディング型市場調査の結果概要の公表について

令和８年７月２８日

「ふるさと工房五日市」の今後の活用方針を決定するため、民間事業者等の皆さまと直接対話等

を行う「サウンディング型市場調査」を実施しましたので、その結果を公表します。

１ 実施経過

２ 調査内容

（１）調査対象地

（２）対話内容

・施設の活用手法等の提案について

・市場性の有無について

・施設活用に当たっての課題や条件、市に対する要望等について

３ 結果概要

別紙のとおり

４ 今後の予定

今回のサウンディング型市場調査の結果を踏まえ、「ふるさと工房五日市」の今後の活用方針

の検討を進めてまいります。

【担当部署】

商工観光部観光まちづくり推進課観光まちづくり推進係

日 程 内 容

令和８年４月 １日（水） 実施要領の公表

令和８年４月 １日（水）から

令和８年６月３０日（火）まで

対話・現地見学の実施

※２者参加

物件名 所在・敷地面積

ふるさと工房五日市
・所 在 地：あきる野市乙津６７１番地

・敷地面積：５８３３．６８㎡



別紙

ふるさと工房五日市に係るサウンディング型市場調査「対話」の結果概要

〈主なご意見やご提案など〉

活用方法等について

・あきる野市及び周辺地域の木材資源と和紙文化を活用し、木材チップを繊維へ分解して楮を

加えた手漉き和紙を紙糸化・織布することで、洋服や小物等、インテリア資材へ展開可能な

新たな地域素材を生み出し、地域内外に向けて発信・販売する。

・レンタルルームとしての貸出し、布の切り売り、紙の活用事例の展示を行う。

・軍道紙の技術を活用し、布の織りなどの体験を拡大する。

・陶芸家へ場所を提供し、ガス窯及び電気窯のレンタルを実施する。

・東京の森の玄関口である「ふるさと工房五日市」を主に、toB（企業向け）の各種体験 WS、企

業研修、森林ツアーの拠点としての運用を行う。

・裏山を活用したネイチャーガイドや各種林業体験、親子向けの森のツアー、教育プログラム

を実施し、森側への導入拠点として活用する。

・「Tokyo Paper」を活用した紙漉き体験を実施する。

・森の端材から醸すアロマオイル蒸留体験を実施する。

市場性の有無について

・綿・麻・毛・化学繊維の原料供給が海外依存である中、国内資源を活用した代替素材への関

心は今後高まる可能性が高いと考える。

・地域素材としての独自性があり、地域産品としての展開が見込まれ、十分な市場性が認めら

れる。また、見学・体験・展示との相性が良いため、観光や教育の面でも市場性がある。

・外部商機として、企業は経営資源として自然資本との連携を求めており、「東京に一番近い

森」と定義できるあきる野市小中野・戸倉エリアで提供ができ、市場性は非常に高い。

施設活用にあたっての課題や条件、市への要望

〈課題〉

・来訪者及び地域住民に対して、どのような施設で何を行うのかを伝える広報が重要である。

・伝統の継承と新しい展開の両立が重要であり、既存設備を活かしつつ多様な目的を想定した

設備や空間デザインなど、一定の改修が必要である。

・施設の老朽化（空調機器の不具合、水場の整備、天井の雨漏り等）の改善が必須である。

・釜を活用する場合、火を扱う職人をどのように手配するのか。

〈要望〉

・施設の広報、地域内外への情報発信、体験・展示事業の周知、学校教育と観光との連携など

に関する支援がほしい。

・裏山の土地及びその近隣の山林所有者との協議・調整を図り、作業道や歩道を整備すること

で「人がアクセスできる森」に変革する。

その他

・敷地も広く大型バスの駐車にも利用できる。


